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四
川
省
の
石
刻
の
調
査

日
本
の
宗
教
に
は
仏
教
と
神
信
仰
の
融

合
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
に
広

く
見
ら
れ
る
宗
教
の
融
合
の
様
相
と
比
較

し
、
日
本
の
神
仏
の
融
合
を
ア
ジ
ア
の
宗

教
の
歴
史
と
文
化
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
、

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
の
補
助
を

受
け
た
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
仏
教

と
神
信
仰
の
融
合
に
関
す
る
総
合
的
研
究

―
ア
ジ
ア
と
の
比
較
の
視
座
か
ら
―
」（
基

盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表
者
吉
田
一
彦
、

平
成
二
六
～
二
八
年
度
）
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

二
〇
一
四
年
度
、
二
〇
一
六
年
度
は
、

共
同
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
国
四
川
省

の
大
足
県
、
安
岳
県
の
石
刻
群
を
調
査

し
、
唐
か
ら
宋
へ
の
仏
教
史
の
展
開
の
特

質
、
仏
教
と
神
信
仰
の
融
合
の
諸
相
、
信

仰
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を

得
、
日
本
の
宗
教
史
と
の
比
較
検
討
を
行

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
二
回
の
調

査
の
概
要
を
覚
書
と
し
て
記
述
し
て
お
き

た
い
。
詳
し
い
研
究
報
告
は
い
ず
れ
調
査

参
加
者
か
ら
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
調
査

は
二
〇
一
五
年
三
月
一
七
日
～
二
二
日
と
、

二
〇
一
六
年
九
月
一
〇
日
～
一
六
日
に
実

施
し
た
。
対
象
地
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
三
月

一
七
日　
成
都
に
集
合
、
何
剣
平
教
授
と

学
術
交
流
。

一
八
日　
大
足
県
に
移
動
、
北
山
摩
崖
造

像
。

一
九
日　
宝
頂
山
摩
崖
造
像
、
大
足
宝
頂

香
会
、
南
山
摩
崖
造
像
。

二
〇
日　
石
篆
山
摩
崖
造
像
、
妙
高
山
摩

崖
造
像
、
尖
山
子
摩
崖
造
像
。

二
一
日　
石
門
山
摩
崖
造
像
、
北
山
後
山

大
仏
。
成
都
に
移
動
、
何
剣
平

教
授
と
学
術
交
流
。

二
二
日　
四
川
省
博
物
院
、
成
都
よ
り
帰

国
。

二
〇
一
六
年
九
月

一
〇
日　
成
都
に
集
合
、
四
川
省
博
物
院
。

一
一
日　
安
岳
県
に
移
動
、
臥
仏
院
摩
崖

造
像
。

一
二
日　
高
升
大
仏
、
毘
廬
洞
摩
崖
造
像
、

孔
雀
洞
摩
崖
造
像
、
茗
山
寺
摩

崖
造
像
、
名
称
不
明
石
刻
、
華

厳
洞
石
窟
。

一
三
日　
黄
桷
大
仏
、
圓
覚
洞
摩
崖
造
像
。

一
四
日　
千
仏
寨
摩
崖
造
像
。

一
五
日　

圓
覚
洞
摩
崖
造
像
（
再
調
査
）。

仁
寿
県
に
移
動
、
牛
角
寨
摩
崖

造
像
。

一
六
日　
成
都
よ
り
帰
国
。

　
二
〇
一
四
年
度
は
、
吉
田
一
彦
、
荒

見
泰
史
、
上
島
享
、
佐
藤
文
子
、
高
志

緑
、
高
橋
早
紀
子
が
大
足
石
刻
群
の
調
査

を
行
な
い
、
ま
た
荒
見
泰
史
氏
の
紹
介
に

よ
り
四
川
大
学
の
何
剣
平
教
授
と
学
術
交

流
し
、
種
々
の
ご
教
示
に
あ
ず
か
っ
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
度
は
、
吉
田
一
彦
、
上
島
亨
、

曽
根
正
人
、
関
山
麻
衣
子
、
高
井
龍
、
高

志
緑
、
王
珏
人
が
安
岳
石
刻
群
の
調
査
を

行
な
い
、
そ
の
後
成
都
へ
の
移
動
の
途
中

に
仁
寿
県
の
牛
角
寨
摩
崖
造
像
の
予
備
的

調
査
を
実
施
し
た
。

大
足
石
刻
群
と
安
岳
石
刻
群

大
足
石
刻
群
は
中
国
四
川
省
重
慶
市
の

大
足
県
に
あ
る
。
こ
の
地
に
は
七
五
も
の

石
刻
が
あ
り
、唐
に
は
じ
ま
り
、五
代
、宋
、

さ
ら
に
後
代
に
至
る
多
数
の
磨
崖
造
像
が

調
査
報
告

　
中
国
四
川
省
の
石
刻
を
た
ず
ね
て

　
　
―
二
〇
一
四
年
度
、
二
〇
一
六
年
度
の
調
査
か
ら
―

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
吉
田
　
一
彦
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現
存
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
総
計
約
五
万

体
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
題

記
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
成
立
年
代
、
発
願
者
、
作
成
目
的
、

祈
願
内
容
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
に
、
北
宋
・
南
宋
期
に
作
ら
れ
た
も
の

が
数
多
く
あ
り
、
こ
の
時
代
の
信
仰
を
具

体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
貴
重
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
仏
教
の
像
で
あ

る
が
、
道
教
・
民
間
信
仰
の
像
や
儒
教
の

像
も
見
ら
れ
、
宗
教
の
融
合
を
考
究
す
る

上
で
も
重
要
な
石
刻
群
に
な
っ
て
い
る
。

安
岳
石
刻
群
は
四
川
省
資
陽
市
安
岳
県

に
あ
り
、
大
足
県
に
も
ほ
ど
近
い
。
こ
の

地
に
も
一
〇
五
も
の
石
刻
が
あ
り
、
総
計

約
一
万
体
と
い
わ
れ
る
造
像
が
現
存
し
て

い
る
。
こ
ち
ら
は
南
北
朝
期
に
は
じ
ま
り
、

隋
唐
か
ら
五
代
を
経
て
宋
、
さ
ら
に
後
代

に
至
っ
て
お
り
、
や
は
り
五
代
・
北
宋
・

南
宋
期
の
も
の
が
多
い
。
こ
ち
ら
も
題
記

を
持
つ
も
の
が
少
な
く
な
く
、
そ
こ
か
ら

信
仰
の
特
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

貴
重
で
あ
る
。

近
年
、
大
足
石
刻
に
つ
い
て
も
⑴
、
安

岳
石
刻
に
つ
い
て
も
⑵
、
中
国
に
お
け
る

研
究
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
研
究
も
蓄
積
が
あ
る
⑶
。
大
足
県
、

安
岳
県
に
は
数
多
く
の
磨
崖
造
像
が
存
在

す
る
。
今
回
は
著
名
な
も
の
を
中
心
に
、

宗
教
の
融
合
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
と
考

え
ら
れ
る
も
の
を
優
先
的
に
調
査
し
た
。

仏
道
二
教
、
仏
道
儒
三
教
の
融
合

大
足
県
三
駆
鎮
仏
恵
村
の
石
篆
山
摩
崖

造
像
は
奥
の
方
か
ら
第
一
～
第
九
号
と
龕

の
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
入
口
か
ら
進

ん
で
行
く
と
、
第
九
号
の
地
蔵
龕
か
ら
見

学
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
地
蔵
菩

薩
と
十
王
の
像
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
向

か
っ
て
右
よ
り
に
「
紹
聖
三
年
丙
子
」

（
一
〇
九
六
）
の
年
紀
を
も
つ
題
記
が

は
っ
き
り
と
目
視
、
判
読
で
き
る
。
次
の

第
八
号
は
老
子
龕
で
、
老
子
と
十
四
人
の

真
人
の
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
第
七
号

は
仏
教
の
三
身
仏
龕
で
、
毘
盧
遮
那
仏
を

中
尊
に
、
蓮
台
に
乗
る
三
如
来
の
坐
像
と
、

菩
薩
、
比
丘
、
護
法
善
神
な
ど
の
諸
像
が

ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
号
は
孔
子
龕
で
、

孔
子
と
十
哲
の
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

三
身
仏
龕
は
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）、

老
子
龕
は
同
六
年
（
一
〇
八
三
）、
孔
子

龕
は
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
⑷
。
こ
の
よ
う
に
石
篆
山
摩

崖
造
像
に
は
、
仏
教
を
中
心
に
し
つ
つ
、

仏
道
儒
三
教
の
融
合
し
た
信
仰
が
見
ら
れ

る
。大

足
県
李
家
鎮
曙
光
村
の
妙
高
山
摩
崖

造
像
は
、
正
面
の
崖
上
方
に
第
二
～
第
五

号
の
四
龕
が
あ
る
。
他
に
向
か
っ
て
左
に

小
さ
い
龕
が
四
つ
あ
り
、
右
手
の
高
い
位

置
に
は
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
あ
る
。
第
二

～
第
五
号
は
、
崖
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
の
で
、
私
た
ち
は
梯
子
を
借
り
て
登
っ

妙高山摩崖造像妙高山摩崖造像・仏儒道三教合龕
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て
見
学
し
た
。
第
２
号
は
仏
道
儒
三
教
合

龕
で
、
正
壁
に
釈
迦
三
尊
像
、
向
か
っ
て

右
壁
に
老
子
三
尊
像
、
左
壁
に
孔
子
三
尊

像
が
あ
り
、
仏
道
儒
三
教
の
如
来
・
聖
人

を
ま
つ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
釈
迦
如

来
像
は
蓮
台
の
上
に
結
跏
趺
坐
し
て
い
る
。

脇
侍
の
立
像
は
頭
部
を
失
っ
て
い
る
。
第

三
号
は
華
厳
三
聖
・
十
六
羅
漢
龕
、
第
四

号
は
西
方
三
聖
・
十
観
音
龕
、
第
五
号
は

水
月
観
音
龕
で
あ
る
。
現
地
で
は
目
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
水
月
観
音

龕
に
は
「
紹
興
乙
亥
仲
春
五
月
」

（
一
一
五
五
）
の
年
紀
を
持
つ
題
記
が
あ

る
と
い
い
⑸
、
胡
文
和
氏
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
は
全
体
と
し
て
南
宋
の
紹
興
年
間

（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
⑹
。

大
足
県
石
馬
鎮
新
勝
村
の
石
門
山
摩

崖
造
像
に
は
、
多
数
の
龕
、
造
像
が
あ

り
、
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
孔

雀
明
王
像
や
十
観
音
像
な
ど
仏
教
の
造
像

が
中
心
を
占
め
、
道
教
や
民
間
信
仰
の
像

が
あ
わ
せ
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
現
地
の
楊

旭
全
老
師
の
お
話
に
よ
る
と
、
石
匠
像
と

水
月
観
音
像
は
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、

山
王
土
地
の
像
が
同
二
年
、
五
仏
龕
が
同

三
年
の
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
の

三
皇
洞
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
崩
落
し
、

一
九
八
〇
年
代
に
現
状
に
な
っ
た
も
の
で
、

か
つ
て
は
牛
頭
、
馬
頭
、
山
王
、
地
母
が

ま
つ
ら
れ
る
部
分
と
三
皇
洞
の
部
分
が
一

体
で
あ
っ
た
と
い
う
。
三
皇
洞
に
は
、
正

壁
に
道
教
の
天
皇
、
地
皇
、
人
皇
の
三
体

の
像
、
左
右
の
側
壁
に
文
官
の
立
像
な
ど

が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
向
か
っ
て
右
壁
上

部
に
は
二
十
八
宿
の
小
像
が
ま
つ
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
石
門
山
石
刻
に
は

仏
道
二
教
、
民
間
信
仰
の
融
合
が
見
ら
れ

る
。次

に
、
安
岳
県
石
羊
鎮
の
箱
蓋
山
に
は

華
厳
洞
石
窟
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
華
厳
洞

と
大
般
若
洞
の
二
つ
の
大
き
な
洞
が
あ

る
。
華
厳
洞
に
は
華
厳
三
聖
像
が
ま
つ
ら

れ
、中
尊
は
毘
盧
遮
那
仏
の
坐
像
、向
か
っ

て
左
が
獅
子
に
乗
る
文
殊
菩
薩
像
、
右
が

象
に
乗
る
普
賢
菩
薩
像
で
あ
っ
た
。
中
尊

の
頭
部
か
ら
は
二
つ
の
筋
が
曲
線
的
に
放

射
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
殊
菩
薩
像

の
向
か
っ
て
左
壁
に
僧
人
の
像
が
、
ま
た

普
賢
菩
薩
像
の
右
壁
に
は
道
教
の
真
人
の

像
（
左
手
に
箱
を
持
つ
）
が
あ
り
、
さ
ら

に
僧
人
や
真
人
に
連
続
す
る
よ
う
に
左
右

に
五
体
ず
つ
圓
覚
菩
薩
な
ど
の
計
十
体
の

菩
薩
像
が
あ
っ
て
壮
観
で
あ
る
。
上
部
に

は
善
財
童
子
五
十
三
参
図
の
浮
彫
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
優
品
ぞ
ろ
い

で
あ
り
、
参
拝
者
に
独
自
の
宗
教
世
界
の

顕
現
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
の
大
般
若
洞
に
は
、
釈
迦
如
来
像
、

阿
弥
陀
如
来
像
、
薬
師
如
来
像
、
文
殊
菩

薩
像
、
普
賢
菩
薩
像
と
と
も
に
、
孔
子
像
、

老
子
像
、
道
教
二
十
四
天
の
像
な
ど
が
ま

つ
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
仏
道
儒
三
教

の
融
合
的
信
仰
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

安
岳
県
の
雲
居
山
の
上
に
あ
る
圓
覚
洞

摩
崖
造
像
に
は
数
多
く
の
龕
が
あ
り
、
私

た
ち
は
調
査
期
間
内
に
二
度
訪
れ
て
多
く

の
造
像
を
調
査
し
、
題
記
を
確
認
す
る
作

業
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
唐
・
五
代
・

北
宋
・
南
宋
期
の
摩
崖
造
像
が
多
数
あ

り
、
数
多
く
の
仏
菩
薩
像
な
ど
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
入
り
口
近
く
の
浄
瓶
観
音
窟

（
第
七
号
）
に
は
、
踏
み
割
り
蓮
台
に
立

石門山摩崖造像石門山摩崖造像・三皇洞
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ち
、
浄
瓶
を
持
つ
観
音
菩
薩
立
像
が
あ
り
、

龕
内
の
向
か
っ
て
左
側
に
四
体
の
供
養
人

の
像
が
あ
っ
た
。
供
養
人
の
背
後
の
壁
面

に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
方
形
に
作
っ
た
札
部
が

あ
り
、
そ
こ
に
「
癸
酉
紹
興
二
十
三
年
九

月
二
十
二
日
工
畢
」（
一
一
五
三
）
な
ど

の
文
言
を
持
つ
題
記
が
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
九
号
は
圓
覚
洞

で
、
正
面
に
三
身
仏
（
中
尊
が
毘
盧
遮
那

仏
、
向
か
っ
て
左
が
釈
迦
牟
尼
仏
、
右
が

盧
舎
那
仏
）
の
坐
像
が
あ
り
、
そ
の
左
右

に
十
二
圓
覚
菩
薩
像
が
ず
ら
り
と
列
立
し

て
い
る
。
第
一
〇
号
は
釈
迦
牟
尼
窟
で
北

宋
時
代
の
釈
迦
如
来
立
像
が
ま
つ
ら
れ
て

お
り
、
龕
内
に
供
養
人
の
像
が
あ
る
。
蓮

華
手
観
音
窟
（
第
一
四
号
）
に
は
、
踏
み

割
り
蓮
台
に
立
ち
、
蓮
華
を
持
つ
観
音
菩

薩
立
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
南
崖
に
進
む
と
、
上
段
下
段
の

二
段
に
龕
が
設
定
さ
れ
て
い
る
地
区
が
あ

り
、
上
段
に
登
っ
て
い
く
と
、
石
亀
の
像

が
あ
り
、そ
れ
に
続
け
て
千
手
観
音
龕（
第

二
一
号
）、
三
聖
仏
龕
（
第
二
二
号
）、
天

尊
龕
（
道
仏
合
龕
）（
第
二
三
号
）
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
三
聖
仏
龕
に
は
、
三
つ
の
茎
蓮

台
に
坐
す
三
如
来
の
像
が
あ
り
、
左
右
の

壁
面
に
脇
侍
像
が
あ
る
。
龕
内
の
向
か
っ

て
右
手
壁
面
に
あ
る
色
紙
型
の
よ
う
な
部

分
に
は
題
記
が
刻
ま
れ
て
お
り
、「
大
蜀

天
漢
元
年
」（
九
一
七
）
の
文
言
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
の
天
尊
龕
（
道
仏
合
龕
）
は
天
尊
の

坐
像
を
中
尊
に
、
そ
の
左
右
に
四
体
の
脇

侍
像
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
頭
部
の
間
に
迦

楼
羅
、
乾
闥
婆
、
夜
叉
な
ど
の
護
法
神
の

像
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
向
か
っ
て

右
壁
に
は
老
子
と
四
体
の
脇
侍
像
が
、
左

壁
に
は
仏
と
二
弟
子
・
二
菩
薩
の
五
尊
像

が
あ
る
。
こ
の
龕
も
隣
の
龕
と
ほ
ぼ
同
時

期
の
五
代
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。さ

ら
に
、
圓
覚
洞
摩
崖
造
像
全
体
の
最

奥
部
ま
で
進
む
と
、天
尊
龕
（
第
七
一
号
）

が
あ
り
、
八
角
形
の
台
座
に
趺
坐
す
る
道

教
の
天
尊
像
と
脇
侍
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
龕
は
こ
の
地
区
全
体
の
最
初
期

の
も
の
で
、「
開
元
廿
年
」（
七
三
二
）
の

も
の
だ
と
い
う
⑺
。
こ
の
龕
の
隣
に
は
観

音
龕
（
第
七
二
号
）
が
あ
り
、
火
炎
二
重

光
輪
の
光
背
を
描
く
観
音
菩
薩
立
像
が
ま

つ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
圓
覚
洞

摩
崖
造
像
で
は
、
そ
の
最
初
期
か
ら
神
信

仰
（
道
教
）
と
仏
教
と
の
融
合
が
見
ら
れ

る
。

孔
雀
明
王
の
造
像

四
川
省
で
は
、
ま
た
多
く
の
孔
雀
明
王

像
に
出
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
足
県
で

は
、
宝
頂
山
摩
崖
造
像
、
北
山
摩
崖
造
像
、

石
門
山
摩
崖
造
像
に
立
派
な
孔
雀
明
王
像

が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。

北
山
の
も
の
は
、
孔
雀
上
の
蓮
台
に
孔

雀
明
王
が
結
跏
趺
坐
す
る
彫
刻
で
、
頭
に

宝
冠
を
載
せ
る
四
臂
で
金
色
の
像
で
あ
る
。

窟
内
は
千
仏
に
な
っ
て
い
る
。
北
宋
の
靖

康
元
年
（
一
一
二
六
）
の
も
の
だ
と
い
う
。

宝
頂
山
の
も
の
は
、
孔
雀
上
の
蓮
台
に

孔
雀
明
王
が
結
跏
趺
坐
す
る
彫
刻
で
、
頭

に
宝
冠
を
載
せ
る
四
臂
で
金
色
の
像
で
あ

る
。南
宋
の
淳
熙
～
淳
祐
年
間（
一
一
七
四

～
一
二
五
二
）
の
も
の
だ
と
い
う
。

石
門
山
の
孔
雀
明
王
経
変
相
窟
の
も
の

圓覚洞摩崖造像・天尊龕（第 71号）

石門山摩崖造像・孔雀明王像
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は
優
美
な
像
で
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
踏
み
割
り
蓮
台
に
の
る
孔

雀
上
の
蓮
台
に
孔
雀
明
王
が
結
跏
趺
坐
す

る
彫
刻
で
、
頭
に
宝
冠
を
載
せ
る
四
臂
で

彩
色
の
像
で
あ
る
。
ま
た
窟
壁
に
は
多
く

の
彩
色
の
小
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
南
宋

の
紹
興
年
間
の
も
の
だ
と
い
う
。

安
岳
県
で
は
孔
雀
山
麓
の
孔
雀
洞
摩
崖

造
像
に
孔
雀
明
王
窟
が
あ
り
、
孔
雀
明
王

像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
孔
雀
上

の
蓮
台
に
孔
雀
明
王
が
結
跏
趺
坐
す
る
彫

刻
で
、
頭
に
宝
冠
を
載
せ
、
宝
冠
中
に
化

仏
の
坐
像
を
有
す
る
、
四
臂
の
像
で
あ
る
。

北
宋
時
代
の
も
の
だ
と
い
う
⑻
。
こ
の
像

の
左
右
に
は
天
王
像
、
右
に
六
天
人
像
、

そ
の
右
に
四
金
剛
像
、
左
に
は
神
像
な
ど

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
横
に
あ
る
階
段
を

上
っ
て
い
く
と
、
上
に
大
雄
宝
殿
、
三
清

堂
と
石
塔
が
あ
り
、
大
雄
宝
殿
、
三
清
堂

は
新
し
い
も
の
だ
が
、
石
塔
は
北
宋
代
の

も
の
で
、「
経
目
塔
」
と
い
う
。
こ
れ
は

単
檐
式
、
八
角
三
層
の
塔
で
、
各
層
に
柱

八
根
が
あ
り
、
柱
は
八
面
を
持
ち
、
そ
こ

に
経
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
経
名
は

一
四
四
部
に
及
ぶ
と
い
う
。

日
本
で
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
孔
雀
明

王
へ
の
信
仰
が
高
ま
り
を
見
せ
た
が
、
そ

の
特
質
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

今
後
の
研
究
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
、

中
国
に
お
け
る
事
例
と
比
較
し
な
が
ら
考

察
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

柳
本
尊
へ
の
信
仰

四
川
省
の
こ
の
地
域
で
は
、
柳
本
尊
と

呼
ば
れ
る
僧
の
活
動
の
跡
が
複
数
の
摩
崖

造
像
に
残
さ
れ
て
い
る
。
柳
本
尊
は
九
世

紀
中
後
期
か
ら
十
世
紀
初
期
の
唐
末
五
代

初
に
活
動
し
た
僧
で
、
四
川
地
域
に
金
剛

界
瑜
伽
部
密
教
を
広
め
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
布
教
活
動
に
は
捨
身

行
（「
苦
行
」
と
も
表
現
さ
れ
る
）
が
と

も
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
安
岳
県
石
羊
鎮

油
坪
村
の
毘
廬
洞
摩
崖
造
像
の
柳
本
尊
十

煉
窟
（
九
六
〇
～
九
九
〇
頃
の
成
立
）
に

は
、
煉
指
、
立
雪
、
煉
踝
、

目
、
割
耳
、

煉
心
、
煉
頂
、
捨
臂
、
煉
陰
、
煉
膝
の
十

の
姿
が
造
像
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幽
居

窟
に
は
「
三
身
」
が
ま
つ
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
ど
れ
も
柳
本
尊
の
三
身
ら
し
く
、
そ

れ
ぞ
れ
法
身
、
色
身
、
化
身
を
表
現
し
て

い
る
と
い
う
。

ま
た
、
大
足
県
宝
頂
鎮
の
宝
頂
山
摩
崖

造
像
の
柳
本
尊
十
苦
行
図
に
も
、
同
じ
く

十
の
苦
行
（
捨
身
行
）
の
場
面
が
造
型
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
図
の
下
方
に
は
十
大
明

王
像
が
描
か
れ
、
ま
た
上
方
に
は
、
円
相

の
な
か
に
九
体
の
仏
が
造
型
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
最
上
部
に
は
「
唐
瑜
伽
部
主
総
持

王
」
の
文
言
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

私
は
柳
本
尊
の
造
像
に
接
し
て
、
指
臂

を
焚
き
剥
い
だ
と
い
う
日
本
の
奈
良
時
代

の
僧
、
行
基
の
活
動
を
た
だ
ち
に
想
起
し

た
。
だ
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
両
者
の

活
動
に
は
い
く
つ
か
の
差
異
が
あ
り
、
時

代
も
異
な
る
。
今
後
は
、
柳
本
尊
の
活
動

を
ア
ジ
ア
東
部
に
お
け
る
仏
教
の
僧
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
他
の
国
や
地
域
と
比

較
し
な
が
ら
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

大
仏
の
造
像

四
川
省
に
は
著
名
な
楽
山
大
仏
、
栄
県

毘廬洞摩崖造像・柳本尊十煉窟

黄桷大仏
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大
仏
、
潼
南
大
仏
寺
大
仏
、
二
仏
寺
大
仏

な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、「
大
仏
」
と
現

地
で
呼
ば
れ
る
大
型
の
仏
像
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
北
山
後
山
大
仏
、

黄
桷
大
仏
、
高
升
大
仏
、
仁
寿
大
仏
（
牛

角
寨
大
仏
）
な
ど
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
。黄

桷
大
仏
は
安
岳
県
鴛
大
鎮
に
あ
る
。

こ
れ
は
像
高
一
六
メ
ー
ト
ル
と
い
う
弥
勒

坐
像
で
、
唐
代
の
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ

し
、
頭
部
は
炸
毀
せ
ら
れ
、
現
在
の
も
の

は
後
補
で
あ
り
、
胸
部
よ
り
下
部
に
当
初

の
も
の
が
残
る
。
ま
た
、
大
仏
の
左
右
に

展
開
す
る
仏
像
群
は
二
十
世
紀
後
期
の
廃

仏
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ら
し
く
、
現
在

の
も
の
は
ご
く
近
年
の
造
像
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
地
に
は
、
破
壊
さ
れ
た
古
仏

の
頭
部
、
小
龕
、
供
養
人
像
な
ど
の
一
部

分
が
残
り
、
計
測
お
よ
び
写
真
撮
影
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
た
。

高
升
大
仏
は
高
升
郷
雲
龍
山
に
あ
る
。

こ
こ
の
大
仏
は
独
尊
像
で
は
な
く
、
華
厳

三
聖
の
坐
像
で
、
三
尊
仏
に
な
っ
て
い
る
。

中
尊
は
毘
盧
遮
那
仏
、
向
か
っ
て
右
が
文

殊
菩
薩
、
左
が
普
賢
菩
薩
で
、
北
宋
時
代

の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
華
厳
三
聖
像

は
⑼
、
他
に
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
妙

高
山
の
華
厳
三
聖
・
十
六
羅
漢
や
華
厳
洞

石
窟
の
華
厳
洞
に
ま
つ
ら
れ
る
し
、
宝
頂

山
摩
崖
造
像
に
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
⑽
。

な
お
、
高
升
大
仏
の
三
聖
龕
の
龕
内
右
側

に
小
龕
が
あ
り
、
そ
こ
に
柳
本
尊
の
三
煉

図
が
あ
る
と
現
地
解
説
板
等
に
記
さ
れ
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
地
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

仁
寿
大
仏
（
牛
角
寨
大
仏
）
は
、
後
述

す
る
仁
寿
県
高
家
鎮
鷹
頭
村
の
牛
角
寨
摩

崖
造
像
の
中
心
に
あ
る
弥
勒
像
で
、
唐
代

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
像
は
頭
、
肩
、
合

掌
す
る
手
の
部
分
の
み
が
あ
る
ば
か
り
で
、

体
部
は
未
造
で
あ
り
、
山
そ
の
も
の
が
体

部
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
仏

は
西
面
し
て
い
る
。

仁
寿
県
の
牛
角
寨
摩
崖
造
像

私
た
ち
は
、
安
岳
県
か
ら
成
都
へ
の
帰

路
に
仁
寿
県
に
立
ち
寄
り
、
牛
角
寨
摩
崖

造
像
を
調
査
し
た
。
こ
こ
に
あ
る
道
仏
合

龕
や
三
宝
龕
を
是
非
実
見
、
調
査
し
た
い

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
山
を
反

対
側
か
ら
登
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
仏

直
下
の
駐
車
場
に
至
る
こ
と
が
で
き
ず
、

山
中
の
別
の
駐
車
場
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
細
い
山
道
を
徒
歩
に
て
進
み
、
よ

う
や
く
仁
寿
大
仏
（
牛
角
寨
大
仏
）
に
辿

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
大
仏
の
周
囲
に

は
、
千
仏
龕
、
維
摩
結
経
変
相
龕
、
観
無

量
寿
経
変
相
龕
、
千
手
観
音
龕
な
ど
仏
教

の
摩
崖
造
像
が
多
数
あ
り
、
唐
～
宋
代
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら

を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
観
察
、
調
査
し

た
。
け
れ
ど
、
宗
教
融
合
の
摩
崖
造
像
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
地
元
の
方
々

に
尋
ね
、
バ
イ
ク
に
乗
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
し
て
大
仏
の
南
東
方
向
に
て
よ
う
や
く

目
的
の
摩
崖
造
像
に
出
あ
う
こ
と
が
で
き

た
。こ

こ
の
岩
は
「
壇
神
岩
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
正
面
か
ら
見
る
と
、
中
央
中
段
に

羅
漢
龕
が
あ
り
、
三
羅
漢
と
背
後
の
二
尊

で
計
五
体
が
あ
る
。
そ
の
向
か
っ
て
右
隣

に
は
経
年
変
化
に
よ
り
劣
化
し
た
小
龕
が

あ
る
。
ま
た
、
羅
漢
龕
の
下
の
中
央
下
段

に
は
小
さ
な
仏
龕
が
二
つ
あ
る
。
向
か
っ

て
左
部
に
は
下
段
に
真
人
群
像
龕
が
あ

る
。
こ
こ
に
は
蓮
台
の
上
に
立
つ
道
教
の

真
人
の
男
像
と
女
像
と
が
計
三
五
体
も
あ

り
、
実
に
迫
力
に
満
ち
た
龕
に
な
っ
て
い

る
。
左
部
上
段
に
は
三
つ
の
龕
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
左
か
ら
三
番
目
（
最
も
中
央 牛角寨摩崖造像・壇神岩



50

寄
り
）
の
龕
は
、
正
壁
に
仏
五
尊
、
左
右

壁
面
に
二
体
ず
つ
の
計
九
体
を
ま
つ
る
仏

龕
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
右
部
下
段
に
は
道

仏
合
龕
が
あ
り
、
正
壁
に
三
体
の
蓮
台
に

立
つ
像
が
あ
り
、
左
壁
右
壁
に
そ
れ
ぞ
れ

一
体
ず
つ
が
あ
り
、
計
五
体
の
像
が
あ
る
。

中
央
の
像
と
、
向
か
っ
て
右
の
像
は
道
教

の
神
像
で
、
向
か
っ
て
左
の
像
は
仏
教
の

如
来
像
で
あ
る
。
た
だ
、
如
来
像
は
盗
難

に
よ
り
頭
部
を
失
っ
て
い
る
。
ま
た
、
右

部
上
段
に
も
小
龕
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
正
面
か
ら
向
か
っ
て
左
側
に

回
り
込
ん
だ
側
部
下
段
に
は
三
宝
龕
（
三

清
龕
）
が
あ
り
、
典
型
的
な
道
儒
仏
三
教

合
龕
で
あ
る
と
い
う
⑾
。
正
面
の
三
体
の

坐
像
の
下
部
に
は
供
養
人
ら
し
き
像
が
多

数
レ
リ
ー
フ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
向

か
っ
て
左
壁
に
題
記
が
あ
り
、そ
こ
に「
大

唐
天
寶
八
歳
太
歳
己
丑
□
未
朔
十
／
五
日

戊
申
三
洞
道
士
楊
行
□
三
洞
女
道
士
／
楊

正
真
三
洞
女
道
士
楊
□
□
（
中
略
）
共
造

三
寶
像
一
／
龕
（
後
略
）」
の
文
言
が
判

読
で
き
る
。
唐
の
天
寶
八
年
は
七
四
九
年

で
、
こ
れ
は
道
士
と
女
道
士
が
共
に
造
立

し
た
「
三
寶
」
の
龕
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
そ
の
右
隣
に
も
上
下
二
段
に
わ
た
っ

て
龕
が
あ
る
。
さ
ら
に
ま
わ
り
こ
ん
だ
背

部
に
も
、
複
数
の
龕
が
あ
り
、
道
仏
合
龕

と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
如
来
・

脇
侍
像
の
仏
龕
や
、
二
観
音
龕
な
ど
仏
教

の
龕
が
い
く
つ
も
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ

こ
で
も
仏
教
の
龕
と
と
も
に
、
道
教
の
真

人
群
像
龕
や
宗
教
融
合
の
合
龕
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

唐
代
後
期
～
五
代
～
宋
代
に
お
け
る
四

川
省
の
仏
教
史
の
展
開
や
宗
教
融
合
の
諸

相
は
大
変
興
味
深
く
、
日
本
の
平
安
鎌
倉

時
代
の
仏
教
史
の
展
開
や
宗
教
融
合
の
姿

を
考
究
す
る
上
で
も
、
両
者
の
比
較
研
究

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

牛角寨摩崖造像・真人群像龕

牛角寨摩崖造像・三宝龕牛角寨摩崖造像・道仏合龕
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❖調査報告❖　中国四川省の石刻をたずねて ―二〇一四年度、二〇一六年度の調査から―

［
注
］

⑴
胡
文
和
『
四
川
佛
教
、
道
教
石
刻
芸
術
』

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
郭
相

頴
主
編
『
大
足
石
刻
銘
文
録
』
重
慶
出
版

社
、
一
九
九
九
年
。
胡
文
和
『
安
岳
大
足
佛

雕
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
大
足
石

刻
研
究
院
編
『
大
足
石
刻
』
重
慶
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
。
李
先
逵
・
郭
璇
・
陳
蔚
・
冷

婕
編
著
『
大
足
石
刻
与
古
建
築
群
』
重
慶
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
な
ど
。

⑵
劉
長
久
『
安
岳
石
刻
芸
術
』
四
川
人
民
出
版

社
、
一
九
九
七
年
。
成
都
文
物
考
古
研
究
所

他
「
四
川
安
岳
県
圓
覚
洞
摩
崖
石
刻
造
像
調

査
報
告
」（
四
川
大
学
博
物
館
他
編
『
南
方

民
族
考
古
』
九
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
）。
四
川
省
文
物
局
他
編
『
安
岳
石
窟
圓

覚
洞
保
護
研
究
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
。
西
南
大
学
石
窟
芸
術
研
究
所
「
四
川

安
岳
県
茗
山
寺
石
窟
調
査
簡
報
」『
四
川
文

物
』
一
八
一
、二
〇
一
五
年
。
星
亮
『
四
川

安
岳
臥
仏
院
石
窟
刻
経
研
究
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
一
六
年
な
ど
。

⑶
菊
竹
淳
一
「
大
足
宝
頂
山
石
刻
の
説
話
的

要
素
」『
仏
教
芸
術
』
一
五
九
、一
九
八
五

年
。
下
泉
全
暁
「
中
国
大
足
石
刻
の
十
忿

怒
明
王
像
に
つ
い
て
」『
密
教
学
研
究
』

二
二
、一
九
九
〇
年
。
鎌
田
茂
雄
「
宋
代
仏

教
文
化
の
一
断
面
」（
大
隅
和
雄
編
『
鎌

倉
時
代
文
化
伝
播
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
）。
同
「
華
厳
三
聖
像
の

形
成
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
四
―
二
、

一
九
九
六
年
。
同
「
円
覚
十
二
菩
薩
の
形
成
」

同
四
七
―
一
、一
九
九
八
年
。
同
「
大
足
宝

頂
山
石
刻
の
思
想
史
的
考
察
」『
国
際
仏
教

学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
二
、一
九
九
九

年
。
同
「
唐
末
宋
初
の
華
厳
と
密
教
」
同
四
、

二
〇
〇
一
年
。
北
進
一
「
四
川
安
岳
県
臥
仏

院
石
窟
の
大
涅
槃
像
に
つ
い
て
」『
和
光
大

学
表
現
学
部
紀
要
』
二
、二
〇
〇
一
年
。
荒

見
泰
史
「
大
足
宝
頂
山
石
窟
「
地
獄
変
龕
」

成
立
の
背
景
に
つ
い
て
」『
絵
解
き
研
究
』

一
六
、二
〇
〇
二
年
。
小
林
正
美
「
金
録
斎

法
に
基
づ
く
道
教
造
像
の
形
成
と
展
開
」『
東

洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
二
、二
〇
〇
五
年
。
奈

良
美
術
研
究
所
編
『
仏
教
美
術
か
ら
見
た
四

川
地
域
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
。
肥
田
路

美
「
四
川
仏
教
石
刻
の
性
格
」（
氣
賀
澤
保

則
編
『
中
国
中
世
仏
教
石
刻
の
研
究
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

⑷
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
地
図
集　

重

慶
（
下
）』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

⑸
同
前

⑹
注
１
胡
文
和
『
安
岳
大
足
佛
雕
』。

⑺
同
前
。

⑻
同
前
。

⑼
華
厳
三
聖
像
に
つ
い
て
は
、
注
３
鎌
田
茂
雄

「
華
厳
三
聖
像
の
形
成
」。

⑽
な
お
、
華
厳
三
聖
像
は
鎌
田
注
９
論
文
が
述

べ
る
よ
う
に
、
浙
江
省
杭
州
市
の
飛
来
峰
摩

崖
造
像
に
も
あ
る
。
青
林
洞
入
口
上
部
の
も

の
を
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
四
日
の
調
査

で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑾
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
地
図
集　

四

川
分
冊
（
中
）』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

〈
付
記
〉

掲
載
し
た
写
真
の
う
ち
、
妙
高
山
摩
崖
造
像
、

石
門
山
摩
崖
造
像
の
三
皇
洞
お
よ
び
孔
雀

明
王
像
は
高
橋
早
紀
子
氏
撮
影
。
他
は
吉

田
一
彦
撮
影
で
あ
る
。


